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昭
和
六
十
三
年
度
の
畜
藤
物
価

格
、
お
よ
び
関
連
対
策
が
三
月
一
一

十
五
日
決
定
し
た
。
加
工
原
料
乳

保
証
価
格
を
、
現
行
（
キ
ワ
ハ
十

二
円
七
十
匹
銭
）
よ
り
’
’
’
’
五
％

引
き
下
げ
、
七
十
几
円
八
十
三
銭

に
、
同
限
度
数
最
は
逆
に
現
行
二

面
十
万
ト
ン
に
十
五
万
ト
ン
上
積

み
し
鶴
一
一
面
二
十
立
方
ト
ン
、
保
証

価
格
は
三
年
連
続
の
引
き
下
げ
だ

が
、
激
変
緩
和
で
下
げ
幅
を
圧
縮

し
決
定
し
た
。
バ
タ
ー
や
脱
粉
な

ど
加
工
向
け
原
料
乳
の
農
家
手
取

り
価
格
で
あ
る
保
証
価
格
は
、
前

年
辿
り
の
算
定
方
式
で
行
わ
れ
、

飼
料
費
の
値
下
り
、
副
産
物
（
仔

牛
）
価
格
の
上
昇
な
ど
で
、
八
％
程

度
（
キ
ロ
セ
十
六
円
十
五
銭
）
ま
で

落
ち
込
む
こ
と
か
ら
、
前
年
に
引

き
続
き
”
激
変
緩
和
”
措
置
が
図

ら
れ
た
。
政
府
、
与
党
の
調
整
で
は

自
民
党
側
が
八
十
円
台
を
要
望
し

た
の
に
対
し
、
政
府
側
が
こ
れ
に

抵
抗
。
雄
終
的
に
は
仔
牛
価
格
の

織
り
込
み
を
、
通
常
直
近
三
ケ
月

の
と
こ
ろ
を
同
二
年
に
し
て
二
円

六
十
一
銭
さ
ら
に
一
頭
当
り
搾
乳

量
を
農
水
省
集
計
で
は
六
千
六
百

九
１
八
キ
ロ
の
と
こ
ろ
を
六
千
六

百
五
キ
ロ
に
低
く
見
積
も
る
こ
と

緩
和
が
図
ら
れ
、
七
十
九
円
八
十

三
銭
で
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

/／加工原料乳限度数量15万ﾄﾝ増の225万

で
一
円
七
銭
を
そ
れ
ぞ
れ
圧
縮
．

合
わ
せ
て
三
円
六
十
八
銭
の
激
変

､ 

ン

(lIllll鱗iijl熱 繊熱！ iiiiii 餌

激変緩和で､下げ幅圧縮

昭
和
六
十
三
年
度
、
畜
産
物
関

連
対
策
の
内
容
。

「
生
産
、
経
営
対
策

ｎ
大
家
畜
経
営
体
質
強
化
資
金
の

融
通
助
成
（
約
二
百
三
十
一
億
円
）

口
養
豚
経
営
合
理
化
資
金
の
融
通

助
成
（
約
１
九
億
円
）

曰
畜
産
経
営
雄
貿
改
善
指
導
特
別

対
策
（
約
六
億
円
）

二
、
流
通
消
費
対
策

Ｈ
国
産
牛
肉
小
売
価
格
安
定
化
対

策
（
約
七
十
Ｌ
億
円
）

口
食
肉
流
通
消
費
等
改
善
対
策

（
約
十
流
億
円
）

同
食
肉
等
流
通
施
設
整
備
事
業

（
約
十
三
億
円
）

卿
牛
乳
乳
製
品
消
溌
拡
大
対
策

（
約
十
六
億
円
）

㈹
肉
用
牛
等
低
コ
ス
ト
生
産
推
進

特
別
対
策
（
約
二
十
七
億
円
）

㈹
肉
附
牛
生
産
拡
人
対
策
（
約
卜

九
億
円
）

㈹
乳
肉
複
合
経
営
等
推
進
対
策

｛
約
二
十
三
億
円
）

㈹
高
品
質
原
料
乳
生
産
供
給
対
策

（
約
九
億
円
）

㈹
豚
肉
高
度
生
産
技
術
普
及
促
進

対
策
〈
約
二
億
円
）

◎牛乳乳製品関係

区 分 63年度（62年庇】 対前年度増減

「
lＬ |J１ 1丁］

指定乳製品の安定指標価絡

(1kg当たり）パタ 1,080（1.100】 △２０（△1.8％】

脱脂Ｉ粉乳（25.01《日当たり】 １３Ⅲ０３０（13.180】 △150（△１Ｊ％〕

全脂加糠れん乳（24.5kg当たり】 8,230（8,360】 △１３０（△１．６％〕

|IjL脂加MifｵLん乳（25.5kg当たり】 7,380（7,500】 △120（△1.6％】

|Ⅱ 円 F１ 

｣｣|I工原料乳の蛙illllX；|llhi橘(11壇当たり】 (67.67】6６．５１ △］．1６（△1.7％】

閏 供 '四

加工原料乳の｢Ｍ』征価格（1k｣ﾛ【当たlj (８２７５１ 7９．８３ △２．９２（△３．５％】

刀トン万トン万トン

１１K 瞳 数
lＵ 

ＩＩｌ 
圀仏時 (２１０】 1５（7.1％】

区分 63f1名}変（62年度） irj,前年度増減

指定乳製品の安定指標(ｍｉｆｆ

パタ（ﾕkg当だ!)）

脱脂４粉乳《25.01《g当たI)）

全脂加糖れん乳〈24.5kg当たり）

lIjL脂加MjiｵLん乳（25.5kg当た')）

jJI｜T］ 

1,080（ｌ,ﾕ00〉

13,030（13,ﾕ80〉

8,230〈8,360）

7,380（7,500） 

「■U

DU 

△２０〈△よ.8％）

△１５０（△ユ.1％）

△１３０（△1.6％） 

△12(〕〈△1.6％）

jjlIJ艫三原料乳の蛙i((:111ﾘillhi艦〈Lk鷲当たり〉

:'］ 

66.51（67.67 

l1j 

△:．\６（△ユ.7％）

加丁二原料乳のIＩし征価格（1kg当た!）

}[！ 

79.83（82.7Ｅ 

円

△２．９２（△３．ｂ％） 

限度数ｆ１ｌ

ﾉノトンｿゴトン

２２５〈２:()）

7ノトン

1５〈７．:％〉
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1iiiＩ'し世鰔'魚乳踊ｆ鷺鯛騨欝経低.Ｊ
をもま科ら単飼すきり迄と用ｉｌｌｌはよがは．乳
給ちせをす純比°さ、以言し飼、う務、ス鯛
グーろるいとにをげ聯上えて料牧にえあト比
でんかかい配下る入にまいをｊＷ〔人ららのを
き、とにう今げ二飼飽すぐ今を規れゆ乳下
た今いうこ創ると料食．二迄主挟まる生げ
こ迄うまと料とがのざ良と以体草す而産る
と以こぐでのい可給せ質がＬと地がでをＬ
で上と牛は給う能与るｌｌＩｌｌノ１選にす酪、の実と
、にでにな与二とi1fll二飼イ貢イＴる農当改呪は
栄Ｉ１１あ食〈堂と敷介と科で効良地地善す！？

低
コ
ス
ト
生
産
の

た
め
の
技
術
対
策
…
…
⑪

乳
飼
比
低
減
の
た
め
の
粗
飼
料
給
与

■
営
農
技
術
■

養
面
か
ら
み
て
も
、
配
合
飼
料
②

要
求
ｕ
一
塁
か
減
る
こ
と
も
艸
然
で
す
〈

逆
に
言
え
ば
、
配
令
飼
料
の
給
与

虻
を
減
ら
す
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ

る
栄
養
不
足
分
を
机
飼
料
で
袖
え

る
よ
う
に
、
給
与
方
法
等
を
改
善

し
、
今
迄
以
止
に
粗
飼
料
を
飽
食

苔
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

牛
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
さ
え

で
き
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

②
粗
飼
料
の
給
与
方
法
と
そ
の
採

食
鼓

「
個
々
の
経
営
に
よ
っ
て
、
牛

の
飼
い
方
は
違
う
，
｜
と
い
う
の
は

も
っ
と
も
で
あ
り
、
そ
の
農
家
の

労
働
力
・
施
設
等
に
よ
っ
て
、
可

能
と
な
る
給
与
方
法
は
限
ら
れ
て

く
る
で
し
ょ
う
．
次
の
表
は
中
標

津
町
農
協
管
内
の
鯛
例
を
示
し
て

あ
り
ま
す
。

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
‐

〆、

粗飼料の給与方法と飽食量､および購入飼料給与量の実態［]皿当たりＩ Ｃルー繩

‐
又
｜
Ⅲ
｜
如
一
顕

▽
一

農家Ｉ労IfilI人数〕 八（２） Fｌｌ２１ 

スタンチョン スタ＞Ｊチョン管理形態
Ｉ 

服璽l-ll1IEI由採食 Ａ＋朝・夕舎内給与一給与方法

ク
ラ
ス
・
サ
イ
レ
ー
ジ

２８１《貝給与（飽食）量 5Ｃ 

ＤＭ％ 2N 3Ｃ 

成
分 ＴＤＮ（ＤＭ｢11％１ 5７ 608 5７ 

ＣＰ（ＤＭ'１１％I Ⅱ 肥]{］ 

8kＨｌＣＰｌ８ｊ lWH合’８kｇ（ＣＰ１８１ 5k閂（ＣＰ１ｉＩ】乳還251酒／日に

3ｋ日２ｋ奥'１ｋｇ 対する要求|,！ クマｊＬ７､

※,lif草の給与(二ついては許農家とも2kg/Ｒ･頭を給与･砲食ぎせているへ(給与〃法'二ついては'１｢「蝿な愚

F、

こ
の
表
を
み
て
わ
か

る
よ
う
に
日
給
飼
料
の

給
与
方
法
の
違
い
で
給

与
鼬
も
変
わ
り
、
更
に

は
、
配
什
飼
料
の
必
要

Ⅱ
章
一
に
も
差
が
脂
と
ま
す
（

個
々
の
維
営
に
よ
っ
て
、

直
ち
に
改
善
で
き
る
こ

と
と
、
そ
う
で
な
い
こ

と
が
あ
る
の
は
当
然
で

Ｂ
、
給
与
回
激

Ｒ
牛
の
食
べ
る

す
か
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
現
状
で
も
努
力
次
第

で
可
能
と
な
る
改
善
方
策
と
い
う

の
も
意
外
に
多
い
も
の
で
す
。
今

・
度
、
雄
卒
技
術
を
忠
実
に
実
行

し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
粗
飼
料
を
食
い
込
ま
せ
る
た
め

一
》

農家〈労働人数） A（２） iｊ（２） Ｃ ２） 

管理形態 スタンチョン スタンチョン ブリーー 卜・‐ル

グラス・サイレージ
給与方法

絵･静（飽食〉堂

成分
:）Ｍ％ 

Ｔ:〕Ｎ〈ＤＭ｢１１％）

(〕Ｉ>(ＤＭ'１１％｝

|:ｌｉｌｌ当:I由採食

２８ｋｇ 

3０ 

5７ 

1０ 

Ａ-.-期･夕舎:ﾌﾞﾖ給与

5０ 

2５ 

6３ 

ﾕ３ 

蹄{更Ｉ :{採糞

乳埜25kg／l];＝

ﾌﾞtiする要求魁

lWaくう 8ｋｇ〈ＣＰ１８）

，ｗｏｌ’１１《９

5]《Ｈくじ:〕L８ｊ

２ｋｇ 

8i《９（ Ｐﾕ8） 

1《貝
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農
協
の
就
業
時
間
が
五
月
一
日

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
次
の
よ

う
に
変
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

事
務
所
Ⅱ
平
ｕ
は
午
前
八
時
亘
○

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
土
暁

日
は
午
前
八
時
三
○
分
か
ら
服

午
ま
で
…

貯
金
・
組
勘
窓
口
の
営
業
時
間

〈
貯
金
〉
平
日
は
午
前
几
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。
土
曜
日
は
午

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
。
征
Ⅱ

第
二
、
第
二
土
曜
日
は
休
業
い

た
し
ま
す
。

〈
組
勘
〉
平
日
は
午
前
八
時
二
○

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
土
曜

日
は
午
前
一
八
時
三
○
分
か
ら
正

午
ま
で
。
毎
月
第
二
・
第
三
土

曜
日
は
休
業
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
受
入
・
支
払

機
）
平
日
は
午
前
一
八
時
四
１
分

か
ら
午
後
六
時
ま
で
。
土
曜
日

は
午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時
ま

（』ｏ

ス
ト
ァ
ー
午
前
九
時
Ｌ
○
分
間
店
、

午
後
六
時
三
○
分
閉
店
・

農
協
ス
タ
ン
ド
ー
午
前
八
時
三

○
分
か
ら
午
後
六
時
三
○
分
ま

で
営
業
。

桜
ケ
丘
給
油
所
－
午
前
八
時
か
ら

午
後
七
時
二
○
分
ま
で
通
常
通

り
営
業
（
祭
日
も
営
業
）

資
材
店
舗
Ⅱ
平
日
は
午
前
八
時
三

○
分
か
ら
午
後
流
時
ま
で
。

Ⅲ
月
十
六
日
川
か
ら
八
月
末
日

ま
で
の
土
曜
日
は
平
日
ど
お
り
、

午
前
八
時
三
○
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
営
業
い
た
し
ま
す
。

人
エ
授
精
の
受
付
時
間

平
日
は
午
後
一
時
ま
で
。
土
曜

Ⅱ
．
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
午
前
十

時
ま
で
。

‘国飛

|ⅡlllⅢlⅢⅡⅡ11ⅡlⅡlⅢⅡ111ⅡⅡⅡⅡlⅢlⅡIllⅡⅡ11ⅡlⅡⅡlⅡⅡl]lⅢlⅡⅡlⅡⅢI[ⅡlⅡIⅡlⅡⅡlllⅡⅡ11ⅡⅡ|ⅡⅡⅢ11Ⅱ11Ⅱ]IⅡⅢⅡⅡⅡ11ⅢⅡlⅡⅡⅡⅡIⅡⅡlⅡ！[ⅡⅡ11【lⅡ]Ⅱ11ⅡⅡⅡⅡI【ⅡlⅡI[ⅡⅢI[Ⅲ111Ⅱl]l[11]lⅡⅢIⅡ[lⅡⅢ

な
お
、
ｕ
本
海
側
の
多
雪

地
で
は
根
雪
（
長
期
積
雪
）

の
終
日
が
平
年
よ
り
二
日
か

ら
十
日
位
遅
れ
る
で
し
ょ
う

、
月
別
予
報

四
月
Ｉ
低
気
圧
と
高
気
圧
が

交
互
に
通
り
、
天
気
は

気
候
概
況

こ
の
期
間
、
天
気
は
周
期

的
に
変
わ
り
、
気
温
の
変
化

が
や
や
大
き
い
で
し
ょ
う
。

五
月
は
時
々
低
祇
の
時
期
が

現
わ
れ
、
お
そ
霜
の
お
そ
れ

が
あ
る
見
込
み
で
す
。

． 予報

３カ月予報
財団法′ｋ日本気候協謝上海道繩Ⅱ

リ
や
す
い
で
し
ょ
う
。

平
年
よ
り
気
温
の
低
い
日

が
多
く
、
卜
句
に
は
お
そ
霜

の
お
そ
れ
が
あ
る
見
込
み
で

す
」
平
均
気
温
は
や
や
低
く
、

降
水
量
は
平
年
並
で
し
ょ
う
。

六
月
Ⅱ
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
脹
の

周
則
的
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
．

気
温
の
変
化
が
や
や
大
き
い

見
込
み
で
す
。

平
均
気
温
、
降
水
量
と
も

平
年
並
で
し
ょ
う
。

五
月
Ⅱ
低
気
圧
や
前
線
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
天
気
は
変
わ

２K字電、

(2)要素別予報 影
響
を
受
け
る
Ｒ
も
あ
り
ま

す
が
長
続
き
せ
ず
、
天
気
は

周
期
的
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
．

平
均
気
臓
、
降
水
量
と
も

平
年
並
で
し
ょ
う
。

４Ⅱ ５１日 ６月

気淵 平年並 やや低い 平年並

降水豊平箙１１ｔ 平年北 ｴ'二年１Ｆ

４JI ｒｊＬ ６ノリ

気淵， 平（１苞並 やや低い 平年並

降水葦 平ｆｌ：Ⅲ1ｔ 平年１１ 平年並
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ゆとりと安心のホームライフ

建物更生共済

瞬
塵
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｡ｄｑ 

〆Ｆ可

〆、

｜
、
家
財
主
契
約
の
新
設

二
、
ｎ
然
災
害
に
よ
る
小
損
害
の

保
障
範
囲
の
拡
大

二
、
火
災
等
の
範
囲
の
拡
大

四
、
災
害
共
済
金
の
額
の
変
更

五
、
共
済
契
約
が
消
滅
す
る
こ
と

と
な
る
損
害
割
合
の
変
更

六
、
扱
需
防
止
峰
滅
避
用
の
枠
外

担
保

七
、
満
期
共
済
余
受
取
人
の
変
更

八
、
修
理
費
給
付
特
約
の
改
鱒

九
、
撚
置
割
戻
金
の
一
部
支
払
制

度
の
新
設

等
、
改
訂
ざ
れ
益
々
充
実
し
た

農
協
の
共
済
、
〃
幸
せ
な
家
庭
を

い
つ
ま
で
も
守
る
た
め
に
…
〃

詳
し
く
は
、
共
済
係
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

蟻
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新
聞
と
か
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
毎
日
の
よ
う
に
、
○
○
商

法
と
か
、
結
構
カ
ヅ
コ
イ
イ
名
前

を
付
け
て
、
悪
ど
い
手
口
で
巧
み

に
人
を
だ
ま
し
た
り
恐
喝
と
か
、

政
治
家
で
も
横
領
と
か
聞
か
な
い

Ｈ
は
な
い
位
で
す
。
何
も
か
も
信

じ
ら
れ
な
く
て
恐
ろ
し
く
な
っ
て

し
ま
う
。

正
直
者
は
馬
鹿
を
見
る
。
坐
同
の

こ
ん
な
言
葉
が
真
実
の
よ
う
な
、

そ
ん
な
錯
覚
に
落
ち
入
り
．
人
事

と
は
思
え
ず
自
分
の
身
に
振
り
か

か
ら
ぬ
内
に
、
ど
う
に
か
せ
れ
ば

と
焦
る
気
持
ち
に
か
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
…
…
。

も
う
二
年
も
前
の
事
で
す
が
、

風
邪
の
姪
を
連
れ
て
町
内
の
病
院

に
行
っ
た
時
の
事
で
す
。
午
後
で

し
た
の
で
患
者
も
ま
ば
ら
で
し
た
（

二
人
の
子
供
を
連
れ
た
、
若
い
奥

さ
ん
ら
し
き
人
も
い
ま
し
た
。
丁

度
お
昼
休
み
の
時
で
、
待
ち
時
間

ふ
と
我
に
／

か
え
っ
て

／
＃
麻
郷
地
薑
二
佐
子

`鐘、

が
長
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
二

人
の
子
供
は
飽
き
て
し
ま
っ
た
ら

し
く
、
棒
答
案
の
長
イ
ス
の
ま
わ

り
を
腹
ば
い
に
な
り
、
魚
が
泳
ぐ

よ
う
に
何
度
も
何
度
も
回
り
、
遊

ぶ
と
言
う
よ
り
、
い
た
ず
ら
に
し

か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
時
母
親
ら
し
き
人
が
『
Ｕ

○
ち
ゃ
ん
、
お
よ
し
な
さ
い
。
」

そ
こ
ま
で
は
、
と
て
も
い
い
言
葉

で
、
私
も
ま
わ
り
の
人
も
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
が
、
「
こ
の
イ
ス
の
下
は

パ
イ
菌
だ
ら
け
な
の
よ
…
き
た
な

い
の
よ
…
。
」

も
う
腹
を
立
て
る
気
力
も
無
く

た
だ
、
無
言
で
そ
の
母
親
ら
し
き

人
の
顔
を
グ
ー
と
見
た
見
が
あ
り

ま
し
た
。

後
に
な
っ
て
か
ら
も
「
あ
の
人

は
、
人
の
迷
惑
を
考
え
た
事
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
７
．
日
分
の
伝
え

た
い
事
を
世
間
話
に
と
考
え
て
…

…
判
ら
せ
よ
う
と
す
る
人
も
い
ま

す
が
…
…
そ
ん
な
時
に
相
手
の
気

持
ち
を
見
抜
け
る
も
の
で
す
。

取
り
留
め
の
な
い
話
に
な
っ
て

し
ま
い
、
ま
た
私
事
で
す
が
、
車

を
運
転
し
て
冬
道
、
雪
の
中
に
車

を
埋
め
て
し
ま
ユ
筆
も
し
ば
し
ば

で
す
。
通
り
が
か
り
の
見
知
ら
ぬ

人
が
手
伝
っ
て
下
き
り
、
時
間
に

追
わ
れ
て
い
る
時
な
ど
、
本
当
に

あ
り
が
た
く
て
、
何
度
も
何
度
も

頭
を
下
げ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
よ
う
と
し
ま
す
。

時
が
経
っ
て
、
そ
の
場
所
を
通

り
が
か
る
と
決
っ
て
思
い
出
し
、

そ
の
時
の
人
の
顔
は
忘
れ
て
も
、

ス
ラ
ー
ッ
と
し
て
い
て
、
と
て
も

ハ
ン
サ
ム
で
一
議
に
い
た
女
の
人

も
と
て
も
美
人
だ
っ
た
…
。
そ
ん

な
楽
し
い
思
い
洲
が
、
い
つ
ま
で

も
頭
の
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る
も

の
で
式

先
日
、
農
協
ス
ト
ア
１
に
買
い

物
に
行
こ
う
と
車
か
ら
降
り
、
き

ど
っ
て
歩
い
て
い
る
も
の
て
、
滑

っ
て
つ
ま
ず
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

後
か
ら
来
た
方
が
「
大
丈
夫
で
す

か
、
本
当
に
大
丈
夫
で
す
か
。
」
と

声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
．
サ

ン
グ
ラ
ス
が
と
て
も
似
合
う
素
敵

な
女
の
人
で
し
た
。

私
だ
っ
た
ら
、
素
知
ら
ぬ
振
り

を
し
て
、
心
の
巾
で
笑
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
Ⅱ
項

癖■､

西
武
佐
の
奥
村
協
牧
場
で
、
酪

農
実
習
を
し
て
い
る
佐
久
間
久
恵

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

佐
久
間
さ
ん
は
、
人
阪
の
高
校

を
卒
業
し
て
、
大
手
の
電
気
部
品

関
係
製
造
の
会
社
へ
入
社
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
都
会
の
人
込
み
の

巾
で
の
生
活
が
性
格
的
に
向
か
ず
．

自
然
の
中
で
動
物
と
ふ
れ
あ
い
、

自
分
に
充
実
し
た
生
活
を
送
り
た

く
、
北
海
道
に
来
た
そ
う
で
す
。

北
海
道
に
着
い
た
時
の
第
一
印
象

は
、
ず
い
ぶ
ん
田
舎
で
広
大
す
ぎ

て
、
回
り
に
人
家
も
な
く
、
さ
び

し
い
所
だ
な
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

の
自
分
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
て
．

と
て
も
恥
か
し
ぐ
、
良
い
事
を
教

え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
気
持
で
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

／
人

実
習
生
紹
介
／

牛
に
も
慣
れ

工
さ
ん

の
お
手
伝
い
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い
な
が
ら
に
し
て
、
遠
く
の
人

し
だ
に

と
話
し
が
で
き
る
。
文
を
認
め
る

と
い
う
風
情
は
遠
の
い
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
電
話
は
確
実
で
、
ま

た
簡
単
な
の
も
事
実
で
す
。
今
は
、

学
生
も
ア
パ
ー
ト
に
電
話
を
つ
け

る
時
代
、
テ
レ
ク
ラ
な
る
商
売
も

出
現
し
た
り
、
回
線
を
使
っ
て
短

ｉ 
－ 

－ 

－ 

￣ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

三
＝ 

ｉ 
＝ 

￣ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

￣ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

￣ 

深、

時
間
で
文
書
を
送
る
事
の
で
き
る

電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
普
及
し
て
き

ま
し
た
。
現
代
社
会
で
は
、
電
話

な
し
で
は
、
も
う
生
活
し
て
い
け

な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
便
利
な
電

話
だ
か
ら
こ
そ
起
こ
っ
て
来
る
深

刻
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
だ
れ
で

も
、
よ
く
す
る
間
違
い
電
話
、
Ⅲ

分
で
も
番
号
を
見
間
違
え
た
り
し

て
か
け
る
事
が
あ
り
、
先
方
の
人

に
は
．
大
変
巾
し
訳
な
い
と
思
う

の
で
す
が
、
逆
に
深
夜
に
で
も
か

か
っ
て
来
た
も
の
な
ら
ス
イ
、

違
い
ま
す
」
と
、
事
も
な
げ
に
答

え
な
が
ら
腹
の
中
は
、
煮
え
返
る

よ
う
で
す
。
（
ま
あ
、
女
の
子
は

ゆ
る
せ
ま
す
が
。
）
ま
た
、
近
頃

轍
え
つ
つ
あ
る
の
は
．
イ
タ
ズ
ラ

電
話
、
な
に
が
お
も
し
ろ
い
の
か
、

無
一
一
一
一
口
の
電
話
や
ワ
イ
セ
ッ
な
一
一
一
一
口
葉

を
は
く
人
間
が
い
ま
す
。
先
Ⅱ
６
．

あ
る
人
に
イ
タ
ズ
ラ
電
話
が
か
か

っ
て
来
て
困
っ
て
い
る
と
の
電
話

を
も
ら
い
ま
し
た
。
お
宅
に
お
じ

や
ま
し
て
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

二
同
樫
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
川
談
し
た
と
こ
ろ
「
い
ま

こ
の
よ
う
な
詩
情
が
非
常
に
多
い

の
て
す
が
、
と
に
か
く
す
ぐ
切
り
、

祁
乎
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
」
と
の
事
で
し
た
。

人
間
関
係
が
複
雑
に
な
り
、
生

活
環
境
が
悪
化
し
て
来
た
と
は
言

そ
れ
に
加
え
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃

は
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
刈
取
時
期

で
、
コ
ー
ン
の
端
刈
の
仕
事
が
あ

り
、
自
分
の
背
丈
よ
り
高
い
コ
ー

ン
を
嫌
で
刈
る
の
が
大
変
で
、
手

に
肉
刺
は
で
き
る
し
腰
は
い
た
い

し
、
六
ケ
月
の
実
習
期
間
を
希
望

し
て
来
た
江
一
ヶ
月
で
帰
ろ
う

か
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
で

は
奥
村
さ
ん
家
族
に
も
、
日
常
の

P･学

仕
事
に
も
な
れ
、
牛
に
も
愛
着
を

感
じ
て
来
た
と
言
っ
て
お
り
ま
し

た
。実
習
期
間
は
、
三
月
末
日
ま
で

で
し
た
が
、
期
間
を
延
長
し
、
で

き
れ
ば
北
海
道
の
春
、
夏
を
体
験

し
、
同
じ
実
習
生
と
し
て
働
い
て

い
る
人
た
ち
や
、
地
域
の
人
々
と
、

交
流
を
深
め
て
行
き
た
い
と
の
事

で
す
。

え
、
イ
タ
ズ
ラ
電
話
や
、
イ
ヤ
ガ

ラ
セ
の
電
話
を
か
け
る
人
の
神
縫

を
疑
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
よ
ほ

ど
暇
を
持
て
余
し
て
い
る
の
か
、

と
に
か
く
馬
鹿
な
マ
ネ
は
や
め
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
電
話
は
、
川

干
が
見
え
な
い
か
ら
勝
手
な
雫
を

言
っ
て
も
な
ん
と
も
思
わ
な
い
の

で
し
ょ
う
が
、
せ
っ
か
く
取
っ
た

電
話
が
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

ら
、
本
当
に
閉
Ⅱ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
し
ば
し
ば

続
く
と
、
峠
獅
押
的
な
負
拠
は
か
な

り
大
き
い
も
の
で
す
“
机
手
を
労

わ
る
ゴ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
ン
ョ
ン
と
し

て
の
電
話
を
、
も
っ
と
入
切
に
し

ま
し
ょ
う
一
〉
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獄
か
け
て
、
カ
メ
ラ
に
務
め
て
い
ま

雄
す
。

鋤
御
好
意
に
よ
り
「
の
う
き
ょ
う

識
な
か
し
く
つ
」
八
月
号
～
１
月
号

剪
の
三
回
に
一
曰
一
っ
て
“
し
ま
り
す
“

愛
〃
え
ぞ
し
か
”
〃
き
た
き
つ
ね
〃
を

ア
ニ
マ
ル
フ
ォ
ッ
ト
と
題
し
て
、

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

野
生
動
物
の
や
さ
し
い
、
自
然

の
巾
で
の
安
心
し
き
っ
た
姿
を
み

ご
と
に
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ま
え
て

搬
っ
て
い
ま
す
。

農
協
の
談
話
素
に
も
八
十
一
縮
‐

の
農
協
だ
よ
り
新
年
号
を
飾
っ
た

写
真
が
か
け
て
あ
り
ま
す
三
科

展
賞
受
賞
「
飛
躍
，
｜
と
題
す
る
こ

の
写
真
、
流
氷
に
江
ま
っ
て
い
た

オ
ジ
ロ
ワ
シ
か
飛
び
立
っ
た
瞬
間

を
と
ら
え
た
す
ば
ら
し
い
も
の
で

す
。
士
井
上
さ
ん
の
撮
る
こ
れ
ら

野
生
動
物
の
写
真
は
、
事
前
に
設

定
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
と
忠
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
と
て
も

生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
本
当
に

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ま
え
る
の
が
う

ま
い
ん
だ
と
感
心
し
ま
す
。

ｌ
写
真
を
始
め
た
切
っ
掛
け
は

「
共
進
会
の
入
賞
牛
を
縦
る
た

め
に
カ
メ
ラ
を
買
っ
た
ん
だ
け
ど

カ
メ
ラ
屋
に
ク
ラ
ブ
に
入
る
よ
う

jiiDiLililjlilH1 

に
奨
め
ら
れ
、
そ
の
内
、
日
鳥
と

か
鹿
を
取
り
始
め
て
…
…
。
」

ｌ
我
々
が
撮
ろ
う
と
し
て
も
な

か
な
か
宣
言
三
に
お
さ
め
ら
れ
な
い

の
に
す
ご
い
で
す
ネ

「
直
感
と
い
う
の
か
な
、
車
で

走
っ
て
い
て
も
他
の
人
に
は
わ
か

ら
な
い
、
遠
く
の
動
物
の
動
き
を

と
ら
え
て
す
ぐ
に
カ
メ
ラ
を
持
つ

そ
う
い
う
の
は
、
風
景
等
を
撮
る

人
と
は
違
う
か
も
し
れ
な
い
ネ
。

そ
れ
と
動
物
を
撮
る
場
合
、
生
態

を
知
る
必
要
も
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
目
指
す
動
物
が
呪
わ

、Ｉ餌… し
、
Ｉ
譜

￣エ■

聯 ￣ 

蝿.

、蝋iiimii：

￣奇～

鵜

れ
る
か
次
に
ど
の
よ
う
な
動
き
存

す
る
か
予
測
を
し
て
撮
る
。
」

ま
た
以
前
ア
ニ
マ
ル
フ
ォ
ト
で

蚊
せ
た
“
し
ま
り
す
“
の
様
に
牛

舎
の
す
ぐ
そ
ば
に
川
て
来
て
い
た

の
で
カ
メ
ラ
を
セ
ッ
ト
し
て
お
い

て
、
時
折
雌
っ
て
い
た
ら
い
い
写

真
か
撮
れ
た
の
だ
そ
う
て
す
。

愛
叩
の
三
菱
パ
ジ
ェ
ロ
に
は
、

カ
メ
ラ
、
一
一
一
脚
等
器
材
を
い
つ
も

つ
ん
て
い
て
、
動
物
の
動
き
に
月

を
光
ら
せ
る
士
休
止
さ
ん
、
ま
た

良
い
写
真
か
雌
れ
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

几
せ
て
ｒ
き
い
。

蝋 識
七Ⅱ

懲鍾鼻

牛舎のすぐそば(ニカワイイ婆を見せるシマリス
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／ 
、

ミ
ル
カ
ー
点
検
現
地
講
習
会

が
、
北
海
道
畜
産
機
器
芽
Ｉ
ビ

ス
の
松
原
光
則
氏
を
招
き
実
施

さ
れ
て
い
る
。

パ
ル
セ
ー
タ
ー
や
ミ
ル
ク
ク

ロ
ー
等
、
器
具
点
検
か
ら
、
洗

浄
方
法
、
真
空
圧
等
や
ラ
イ
ン

の
設
置
上
の
問
題
点
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
歯
切
れ

の
い
い
受
け
答
え
、
鋭
い
指
摘

に
立
ち
会
っ
た
組
合
員
の
皆
さ

ん
は
ニ
ガ
笑
い
。

ミ
ル
カ
ー
点
検
整
備
講
習
会
か
ら

不
遮
庇
な
真
空
唾
に
よ
｛
“
て
、

牛
が
受
け
る
負
担
の
人
き
き
や
、

ミ
ル
ク
ラ
イ
ン
の
傾
斜
不
足
に
よ

る
ラ
イ
ン
へ
の
不
必
要
な
空
気
流

人
が
、
乳
成
分
の
損
失
を
招
く
類

を
指
摘
さ
れ
る
と
「
な
る
ほ
ど
～
」

と
皆
一
様
に
う
な
ず
い
て
い
た
。

乳
成
分
の
向
止
と
乳
質
改
善
が

叫
ば
れ
る
い
ま
、
今
回
指
摘
さ
れ

た
事
項
を
す
な
お
に
受
け
と
め
、

一
Ⅱ
も
早
く
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
点
検
講
習
会
、
三
月
一
一
１

ニラいう所の汚れを注意する．と松原さん

〆爾
百戸圭司

蕊 可耀.１
劃＝７

鰐Ｕｉ印

堀
！ １ 

勘
Ｉ 

⑪ 

蕊篝iiiiil露;蘂:ド
ヨ

、１
蓮

ノ

ハ
Ⅱ
ｕ
か
ら
始
ま
り
、
Ⅲ
Ⅱ
「
Ｌ
‐

‐
ハ
日
迄
の
予
定
で
す
。
次
は
あ

な
た
の
番
で
す
ョ
。

鱗
ｉ
ｆ
 

鶏
U 

'''''１ 
フi轤鑿

回
し

ヨ
】
圷

鱸
鋼

胤
・

醜
平
等

鰯
'乳
４
３
 

； 
識i妾屏当璽２

皆達目ノさてどうかな？

愚Ｐ
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野
菜
に
は
、
健
康
保
持
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
ビ
タ
ミ
ン
類
や

無
機
質
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

生
理
的
に
も
消
化
作
用
を
助
け
る

な
ど
重
要
な
役
目
を
果
し
て
く
れ

て
ま
す
。

新
鮮
な
野
菜
を
季
節
ご
と
に
豊

富
に
た
べ
ら
れ
る
の
は
、
農
村
で

な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
、
特
典
と

玄
え
る
で
し
ょ
う
。

近
頃
の
よ
う
に
食
品
公
害
が
さ

け
ば
れ
物
皿
筒
の
続
く
な
か
で

自
給
野
菜
を
上
手
に
栽
培
し
利
用

す
る
こ
と
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

家
庭
経
済
の
面
で
も
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
す
。

家
族
の
健
康
を
守
り
、
た
の
し

く
豊
か
な
食
龍
活
に
す
る
た
め
に

家
庭
菜
園
を
計
画
的
に
上
手
に
作

付
け
し
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

｜
、
何
を
つ
く
る
か

野
菜
は
種
類
に
よ
っ
て
収
穫
で

き
る
季
節
が
限
ら
れ
ま
す
が
、
砧

種
の
早
生
、
晩
生
の
組
み
合
わ
せ
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
の

利
用
に
よ
っ
て
栽
培
期
間
を
長
く

６
一
◎

す
る
一
｝
と
で
１

表
一
は
、
家
庭
菜
園
で
栽
培
で

き
、
よ
く
食
卓
に
の
ぼ
る
作
物
を

柄
物
学
的
に
似
た
仲
間
、
す
な
わ

ち
、
科
に
わ
け
て
あ
り
ま
す
。
同

じ
科
の
も
の
を
ま
と
め
て
書
い
た

の
は
、
連
作
を
き
ら
う
作
物
は
同

じ
科
の
他
の
作
物
と
の
連
作
も
き

け
た
方
が
よ
い
か
ら
で
す
。

一
一
、
ど
れ
だ
け
つ
く
る
か

自
家
用
は
商
品
で
は
あ
り
ま
サ

/~至言藷屋勵
自家用野菜を
豊富にむだなく

作るために

`~、

ZlHソ

ん
。
少
し
く
ら
い
曲
っ
た
キ
ュ
ウ

リ
で
も
、
小
さ
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ネ
ッ
ト
が
き
れ
い
に
出
て
い
な
い

メ
ロ
ン
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
、
す
。

例
え
ば
、
ホ
ウ
レ
ン
草
は
少
し

小
き
い
時
の
間
引
き
葉
も
お
つ
ゆ

の
実
く
ら
い
に
は
使
え
ま
す
。
｜

坪
を
半
分
に
わ
け
て
一
回
植
え
、

ﾀイコン蕊

ダイコン根

ヵプ

ハ､ソカダイコパラディシュ）

キヤベツ

ノ、 クサイ

カＩ」フラワー

プ・ロツコリー

メキャベツ(コモチカンラン）

菜類(タイ十､コマツナ等）

ワサビダイコン

トマト

ナス

ピマン

トウガラシ

シシトウ

ジヤガイモ

キユウリ

メロン

スイカ

カポチヤ

シロウリ

タマネギ

長ネギ

ンニク

ラ

ユリ根

アスパラかス

ウづ ボ

キ
夕 スし､ア

シユシギクク

フ, 食用ギク
科

キ７ 

ﾀイズ(エダマメ）フ

■？ 

インゲン(うずら､とらまめ､金時等】

十
インゲン(若莱用】

〆

刊・ サ ゲ

科
エンドウ（グリンピース用】

科
エンドウ（さや用】

ンジンナ趨一
ﾍヴ

セロ】）

Ⅱ ス ツ ’、

'』ノモ セ

科
科 クレソン

ホウレンソウ

ア
カ
ザ
科

ウ
フグンソウ

オカヒジキl」

オ ク フ

そ科
紫ソ=〆

マネキ 」1
1-」ソ=’ 

グー〕＝Ｌ 

スイ－トゴーン

クン
チ つりｸﾞ 

Ⅱ 他フ

ドウ

科.

キ

ク

科

ゴボワ

レタス

シュンギク

食ノヨギク

フキ

･マ

科

ダイズ(ニダマメ）

ｲﾝｹﾞﾝ<うずら､ともまめ金時等）

インゲン<若莱用）

ザ サケ

.＝・ン :7<グリン:．?‐ス用）

エン’ぎウ(さや用）

セ

リ

;侭’

ニンジン

セロリ

ソ

ノ\セ

クレソン

ア

カ
勺尊

科.

ホ’フレンソウ

-フダンソウ

オカヒジキ

そ

‘） 

'11 

オクラ

弓〆 ソ紫

シソ-1ｆ

スイ－Ⅱ、ゴ_ン

イチゴ

ワド

アブうす潅・
ダイコン葉

ダイコン根

カブ

ハッカダイコン(ラディシュ）

キャベツ

ノ、 クサイ

カリフラワーー

フ・ロツコ：ノ_

メキャベツ<コモチカンラン

菜類(クイナ､」マツナ薪

ワサビダイニコ

~ナ

ス

科

トマ

マー

ノ

IＦマ

トヮ力゛ラシ

シシトワ

ジャガパモ

ウ

リ

科

キュウリ

メロン

スイ力

カポチャ

シロウリ

「一リ科
タマネギ

長ネギ

ンク

ラ

ユリ根

アスバラガス
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そ
れ
が
大
き
く
な
っ
て
護
れ
は
胆

め
る
一
一
ろ
次
の
半
坪
に
種
了
を
一
一
（

く
と
い
う
よ
う
に
順
次
ま
く
と
、

ｈ
月
初
め
か
ら
Ｉ
｜
月
頃
ま
で
、

わ
ず
か
の
面
積
で
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
時
期
に
よ
っ

て
品
種
を
か
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。知っておきたいl）昭行よ

ま和わｌ）昭
し６３北、和
た年、利６２
．４マ子年
月ル課度

&胤糊
か度見Ｈｉｌｌ
らな漬改
変どし正
わががに

●
利
子
の
非
課
税
制
度

貯
蓄
と
瀞

利
子
を
受
け
取
っ
た
と
き

根
室
税
務
署

の矢ﾛ識

「
老
人
等
に
対
す
る
利
子
の
非

課
税

非
課
税
制
度
を
利
用
で
き
る
人

ィ
年
齢
が
砺
歳
以
上
の
人

ロ
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
妻

〈
寡
婦
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
妻

一
一
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

一
一
、
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄

及
び
勤
労
者
財
産
形
成
年
金
貯

蓄
の
利
子
の
非
課
税

辻
ラ
リ
ー
マ
ン
が
給
料
か
ら
天

引
に
よ
り
貯
蓄
す
る
勤
労
者
財
産

形
成
住
宅
貯
蓄
や
勤
労
希
財
産
形

成
年
金
貯
蓄
の
利
子
に
つ
い
て
は
、

谷
わ
せ
て
一
人
元
本
九
○
○
万
円

ま
で
を
非
課
税
扱
い
と
す
る
制
度

今
ま
た
作
物
は
連
作
を
さ
け
た
方

か
良
い
て
す
か
ら
他
の
作
物
と
上

手
に
組
み
合
せ
て
次
々
と
空
い
た

土
地
に
ま
く
こ
と
で
す
。

三
、
種
子
は
残
し
て
も
翌
年
使
え

ま
す
。

三
○
種
も
の
作
物
、
そ
し
て
一

つ
の
極
で
一
一
づ
も
囚
つ
も
の
品
種

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
に

「
財
形
住
宅
貯
蓄
」
と
「
財
形
年

金
貯
蓄
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
住
宅
取
得
や
老

後
の
生
活
の
安
定
を
目
的
と
し
て

い
る
制
度
で
す
。

●
源
泉
分
離
課
税

非
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
な

い
利
子
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
昭
和
侭
年
４
月
１
Ｒ
以
降
支
払

わ
れ
る
も
の
か
ら
、
幼
％
（
こ
の

内
の
５
％
は
、
地
方
税
）
源
泉
徴

収
だ
け
で
課
税
関
係
が
終
了
す
る

「
源
泉
分
離
課
税
」
が
適
用
さ
れ

ま
す
七
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
総

合
課
税
、
妬
％
の
源
泉
分
離
選
択

課
税
、
確
定
巾
告
不
要
の
制
度
は

廃
止
さ
れ
ま
す
。

を
作
る
と
す
れ
ば
種
子
代
だ
け
で

も
大
変
で
す
。

小
さ
な
袋
詰
め
に
な
っ
て
い
あ

種
子
は
自
家
用
の
菜
園
に
一
膳

に
播
い
た
の
で
は
多
す
ぎ
ま
す
．

必
要
な
だ
け
使
っ
て
あ
と
は

購
入
年
を
書
き
、
缶
ま
た
は
瓶
に

シ
ル
カ
ゲ
ル
な
ど
の
乾
燥
剤
を
人

へ
れ
て
、
冷
蔵
庫
や
温
度
変
化
の
少

な
い
冷
暗
所
で
保
存
し
ま
す
。
植

物
に
よ
っ
て
種
子
の
寿
命
は
違
凪

シ
ソ
な
ど
は
翌
年
に
は
使
え
な
い

ほ
ど
編
く
、
白
菜
、
ナ
ス
、
キ
ュ

ウ
リ
は
三
、
Ⅲ
年
は
も
ち
ま
す
。

繍壗|轤諏鮒''糞の対籔…脇

老
人
等
に
対
す
る
非
課
税
制
度

非課iiiill度の靴ｌ薊

鋼了などの預貯命、貸付信
託、公社債、公社憤投劉言
託など

①魁人等の少額預金のＪ１:l｣丁

所１Ｍ:等の非課稲lil]腱
300万IIj

②芝人等の少額公債の利子
非課#iHill度

Fll付[､償、公課地ﾌﾟﾉ横など300万1１

③毯人等の郵便貯金の利ｒ
所『\のjlz課穂}illEr

300ﾉﾌﾞ|[」 郵便貯金

Ｐ 

Fi1;;￣?i： 

⑯ ル優制度なビが昭和63年４月

日から変わりました。

し〈は、ｂよりの税務署・税

マ

１ 

評

識月談室へお気軽にお尋ね《だ

ロー四さ いｃ
'|’標津町農’１ｍ

、 ノ

非訓Liifiil]度の靴類
非課税の
限l史額

非課鍬ill度の対象となる貯
藷

①老人等の少額預金のＪ１:ｉｊＴ

所１１ｌ等の非課稲Ｉｉ
300万j:Ｉ

銀行などの預貯金、貸付信
託、公ｲ|煩、公社債投劉言
託など

②耀人等ｸﾞ)少額公債の利子
非課鍬Ｉ

3()０万「Ｉ jF:J付[､償、公熱地ﾌﾟﾉ債など

③魅人等の郵便'1`::金の利Ｉ

所rIjLの非課穂Iill膣
30〔)ﾉﾌﾞlu 郵便貯金
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の
加
エ
セ
ン
タ
ー
に
て
手
つ
く
り
ソ
ー

エロロ

と
い
う
間
で
各
月
自
分
達
て
作
っ

た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
持
ち
帰
り
満
足
気
で

し
た
。味
の
方
は
と
い
い
ま
す
と
、
こ
れ
が

な
か
な
か
の
も
の
で
、
持
ち
帰
っ
た
ソ

ー
セ
ー
ジ
の
売
れ
ゆ
き
は
さ
ぞ
良
か
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ノ



1【 のうきょうなかしくつ
Ⅱ蹄Ⅱ63年４月１１日

開
催
月
日
一
一
一
月
二
十
八
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

「
昭
和
六
十
二
年
度
、
収
支
決

算
の
見
込
み
と
、
職
員
の
期
末

手
当
の
支
給
に
つ
い
て
。

二
、
昭
和
六
十
二
年
度
、
剰
余
金

（
見
込
み
額
）
の
処
分
方
法
に

つ
い
て
。

｜
』
「
昭
和
六
卜
三
年
腰
．
事
業
計

画
の
滑
子
、
及
び
収
支
計
画
並

び
に
役
員
報
酬
審
議
会
の
答
Ⅲ

に
つ
い
て
。

凶
、
貸
付
金
利
率
の
改
定
に
つ
い

て
。

花
、
農
業
協
同
組
合
法
、
第
九
十

四
条
第
一
一
一
項
の
馳
走
に
雄
つ
く
、

道
の
検
査
の
結
果
改
善
を
要
す

る
事
項
の
回
答
に
つ
い
て
。

六
、
就
艇
規
則
、
及
び
臨
時
職
員

就
業
規
則
並
び
に
人
事
規
樫
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
。

|理

第
十
六
回
理
事
会

瘻
喧の隆
饅

（
 

七
、
教
育
ロ
ー
ン
の
取
扱
い
に
伴

ら
貸
出
業
務
規
程
の
変
更
に
つ

い
｝
し
。

｜
八
、
昭
和
六
十
二
年
度
、
ク
ミ
カ

ン
糖
算
に
伴
う
借
入
額
の
変
更

に
つ
い
て
。

几
、
固
籍
賓
産
の
取
得
に
つ
い
て
。

Ⅲ
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー

②
ス
ラ
リ
ー
ロ
ー
リ
ー

③
澱
粉
工
場
の
改
造

側
土
壌
消
毒
機

北
農
倫
有
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の

り
ｌ
ス
料
の
設
定
に
つ
い
て
．

十
『
昭
和
し
へ
十
二
年
度
、
経
営

移
譲
に
係
る
債
務
保
証
に
つ

い
て
。

十
一
一
、
正
組
合
賞
の
加
入
、
脱
退
、

及
び
出
資
金
の
譲
渡
等
に
つ

い
て
。

以
上
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
決

定
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
地
区
別
懇
談
会
の
経
過
に
つ

い
て
。

二
、
北
進
台
農
産
加
工
組
合
（
代

表
、
滝
本
広
）
か
ら
の
要
請
に

つ
い
て
ｃ

三
、
昭
和
六
十
一
一
一
年
度
、
澱
粉
工

場
運
営
に
つ
い
て
。

第16回理事会に於いて､次の通り貸付金利率の改正が行なわれましたｃ
実施は昭和63年４月１日からです、

四
．
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
発
酵
飼

料
の
使
用
と
堆
肥
の
値
下
げ
に

つ
い
て
。

五
・
昭
和
六
十
二
年
度
、
ク
ミ
カ

ン
精
算
保
留
者
に
係
る
協
議
に

つ
い
て
。

繩 別 現行利率 改正利率 備 考

７．５；１１１１％ ６－９２】ｆ1％組勘貸絨

〃（営農貯金兄返】 貯金fll率と同率 現行どぉ[

③
 

〈
報
堂
這
〉

｜
、
昭
和
」
ハ
十
三
年
度
の
乳
価
決

定
に
つ
い
て
。

二
、
ミ
ル
カ
ー
点
検
整
備
の
実
施

に
つ
い
て
。

｜
｜
｜
、
昭
和
六
十
一
一
年
度
農
業
所
得

６」 ６．０ 

６．Ｆ ６．Ｃ 

６－Ｆ ６．§ 現行どおり、利一jai(111給

３．５ ３．５ 現行どおり

６．０ 6.0現行どおり

税
申
告
状
況
に
つ
い
て
。

四
昭
和
六
十
一
一
一
年
度
、
職
員
の

新
規
採
用
と
退
職
発
令
に
つ
い

て
。

担保となる肝余
利率の０５問
担保となる肝余
利率の０５問 現行どおl』

現行どおり
"』

現行どおり
〃

碗別 現行兼l』率 改【｢芒利塗 備考

紙勘賞趣 7.5 
fl-利先

６．９ 
平fIl％

〃（営農貯金見返） 貯金非|｣率と同率 現行どおＩノ

総合k】座賞趣 担保となる貯金
FlI率の0.25商 現行どおり

(証書)貸什金一般 ７．５ 6.9 

〃農地取得つなぎ ６．５ 6.0 

i';Ⅲ賊貸付金 ７．５ ６．９ 

般

農機具等購入 ６．１ 6.0 

農地購入 ６．５ 6.0 

継荷農業振興 ６．５ Ｒ貢
U■夕■ｑ」 現行どおり、利子ﾄﾞ111袷

後継満結蝦

乳肉複合経営

3.5 

6.0 

３．５ 

６．０ 

現行どお!）

現行 ､お}）

手形貸付寸

定期ｊｉｉＬ逆｝） 保となる貯金
利率の0-5問 現行 'お!ノ

症期積金見返’） 現行 おり

福祉定期見返ｌｊ

i流見返！） ７．５ 6.5 

現行 おI）

入庫品担保(澱粉仮渡） 6.$』 ６．５ 
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昭
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二
年
度
の
農
業
所
得

税
確
定
申
告
が
、
税
対
委
員
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
終
了
い

－ 

－ 

－ 

￣ 

-

-

-

-

-

-

-

－ 

三
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三
＝二

－-

-

-

-

-

￣ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

￣ 

-

-

-

-

-

-

-

-

-

年
度

Ⅱ. 

’、

－ユ.

′、 昭
和
六
十
三
年
度

戸
数lL 

l1 Ⅲ 

前年l上出荷乳量

;;､､SHii 
税

〔％】6２年6１年

軸
9８－８ 5,028,668.Ｅ 5.090,083.3 ４７１ 

Ｃ 「
|Ｉ 

八
〔
』1Ｃ0.4 ５，６８２，４６２．１ 5,658,333.(’ ５」。

農
業
所
得
税
の
確
定
申
告
終
る

'、

１０().４ 6,104,848.7 ６Ｆ 兎
税
額

9８．５ 

た
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
．

6,176,869.5 ７月

9９．２ 
Ｂ損

illl。 「
1１ 

100.Ｆ 
９月

1０２．７ 
10）」

1０３．５ １１頂
、

1-1 

笑
納
甑
’
 

一
・
、
一
一
一
八
○

1０１．８ 
1２「

■ 

U」
100-Ｆ 

ｌ）］ 

八
Ｃ

109.5 
２月

110.Ｃ １．句

:|' 
￣ 

３ 

1１３．４ 中旬

○
、
ｏ
Ｉ
Ｏ
）

八
、
○
川
人
一

９膳
1２９．２ 下旬|： 

1１７．６ 片計
９１１Ｋ １０２．４ 

総合計
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昭和63年度根壼生産家畜市場価格 (3/2.3/9,3/10.3/163/23） 

「
売
り
易
く
買
い
易
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
毎
回
多
数
の
家
畜
が
出
場
し
て
い
ま
す
〔

◎
場
所
中
標
津
町
南
中

◎
定
期
市
場
毎
週
水
曜
日

◎
セ
リ
開
始
午
前
十
時

肢低最高平竣売買金額成立数1.場轍

Ｅ覧

讓」ii賞１２鈩月以下）
g0C lＯＣ 2６９ 1０，７６８ 4０ 4４ 

１
 

〔
》
可

行成
(12ケ月以_}:）

１８］ 5５０ 347 l２Ｂ３Ｅ 3７ 4[ 

９２〔 3５９ ５９Ｃ 9０，２６３ 1５３ 初妊牛 １６冊

＝亀
２２］ n６Ｃ 4３４ １０Ｆ 1１４ 経産牛

Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■
 

曰
グ
ニ

92Ｃ ｉＯ(］ 4７６ 小計 338 364 

2４ 2６７ 1１５ 7２ 初をｋトク 7７ 

3０ 2８１ 1５３ 6４ 5７ i炎 牡卜ク

去勢
(１２ケ月以下P）

1，１ ２７Ｃ ２２［ 例８BＥ 

(】０ 【Ｉ(】［ 

3］ 4０５ 2７０ 11Ｋ 1５７ 

l７Ｃ 34Ｅ 258 口 ソ

1３０ 2５１ ４４(！ 2３８ ４１４ 牛

2」４０F！ ２２F ＭＥ 7８０ 

そめ他
（馬・羊･池）

4， Fi］ 4７ ２ ４ 

2４ 92〔312 牛潅ｉＺｌ道ｉ１７場計. 986 1，１４８ 

宮、』』』〃’ 。〈■ 年度

Ｊ』８０Ⅱづげ■。 幻・』し□。■』■｜』ず 戸数

。合。。』：》（〉・レハ 》圭角氏八○
税

纐

:.： 

』の●もＢ、Ⅱ９几１．Ⅲｕ・＃ｊⅢ。 〆可Ｏ
Ｌ二

妃税額一ｒじ

冗○、四私涕完八、Ｃ阿八〉 宝工、二八○（ＨＣ、ＯＩＣ）
笑納額

（内農業分）？脛

+}！荷乳艶

6１年 6２年

前年比

(％） 

４Ｊ］ ５，０９(),083.3 5筋028,668.9 9８．８ 

jｊ ５，６５８，３３３.し｝ ５，６８２，４６２．上 lC0.4 

悩・
Ｆ｣ 6,二04,848.7 ６，１２８，７７５．９ ｴ〔〕().４

j］ 6,176,869.5 ６，０８５．２２ユ.二 9８．５ 

〉】 6,096,705.9 ６，０４８，７１５． 9９．２ 

月 5,692,194.7 5,739,070.2 100.8 

)』 5,517,240.1 5,666腓153.4 102.7 

月 ４，７８５，８ﾕ１．７ 4,962,129.6 103.5 

F１ 
１｣ ４，８２２，５９０．７ 4,9Z0,363.6 ｴO］、８

、
ｺﾞｰ 4,697,356.9 '}】７３６，１ﾕｂ､１ 100.8 

Fｊ 4,096,962.9 ４研487,284.5 ﾕ()９．i） 

ハロ厩ね
｣二句

｢iPilj 

下旬

1,421,860-2 

ユ,４０１，６５９．８

1,43(),742.8 

ﾕ鳶564,643.8

1,589,022.8 

ユ,848,639.］

1ｺ().0 

1１３．４ 

X２９．２ 

計 4,254,262.s 5,002,305.7 117.6 

総合計 ６２，９９３’２５９．７ 64,`177,265.5 ﾕ()２．４ 

愚、Yir－－厘分 '二場数 成立数 売買金額 :､;Z均 最高 岐低

乳牛
育成
(Ｚｚｹﾉｺﾞ以下）

ヨニガこｊⅨU」

:(12ケI]坊､-1宝）

初妊牛

経産」|：

-;－１ 
／､１１１ ￣ 

4４ 

４Ｕ 

1６６ 

zｌ４ 

364 

4０ 

3７ 

153 

１０８ 

3８ 

1<),７６８ 

Z２，８３８ 

9０，２６３ 

46,871 

160動740

269 

347 

59(） 

434 

４７fｉ 

8()0 

55(） 

920 

660 

920 

l()０ 

=８１ 

]5９ 

221 

10(） 

抽利牛，
１ 

初をヒトク

牡卜ク

ｮ詩割Jｈ
(１２ケ)１以下）

:｣尋勢肥育
(１２ヶｊ」盤上）

育成牛

末経産肥育/１名

成牛

参・一
A｣、,螺．

7７ 

6４ 

6５ 

157 

４ﾕ４ 

8０ 

7２ 

5７ 

5９ 

二１８

338 

646 

8,286 

8?７３９ 

]２，９７上

3１，８０７ 

5ﾕ５ 

8４，７２２ 

』４７，０４０

ユ

IＥ 

）届

2２ 

267 

２８二

270 

１０５ 

345 

440 

405 

2４ 

3０ 

ＺＯユ

3二

1７０ 

１３(） 

2４ 

そ。'）｜巴

(馬.:羊'池）
４ 9３ 5１ 4２ 

生産連ｉｌＴ場計 Ｌ148 ９８６ 307,873 3二２ 920 2４ 

昭和63年度編壼生産家畜市場価格（3/２３/93/103/163/23）



Ⅱ,のうきょうなかしくつ 昭和63年４月１１１コ

'二 二63年２月乳成分･乳代単価ベスト1□錘
順位 脂肪率１％ 無脂同形分率 ％ 乳,代単ｌｕｉ

川
口

体細胸 千

吉［１１正行1位 久我敏也４．３４ 吉田正行９．(Xｑ 筒井富男8５．３２ 4６ 

２位 小谷鱒 ４．３Ｒ 佐）朧_広 下川原政市９ＤＣ 筒井良秋8４．５８ 5０ 

３位 佐藤敏昭 下111原政Ｔｌ７４．２０ 佐藤ｉｊｋｌ１目Ｒ９Ｒ ８４２Ｃ 釦持広ＩＩＥ 諦

４位 斉須構志 白田膓洞４－ｌＲ ８－９１ 小谷鱒 飯島繩市RＦＬ９４ 5９ 

５，位 入木敏夫 桜井幸４－１FＩ 松村晴Ｆ１三８．９Ｃ 小林令司R３－７１ 6Ｃ 

奥田券義子６位 上村力４．１６ ８－８９ 陸ｉ藤和男 来栖策8３－５０ 6１ 

７位 「川原政７１丁 前原秀隆４．１６ 桜井幸８．８９ 斉藤一美８３－４Ｆ Ｒ１ 

８位 大野富夫 佐々木昭雄４－ｌＥ 祇本幸男８．８７ 桜井幸８３－３囮 9， 

９位 松村Ｉ１ｆｒ許 花川穂４．ｌＥ 下山幸８．８６ ８３１〔 下川原政市 9７ 
ｒ、

10位 下山幸 齪井剛４．］３ 大木敏夫８．８６ 佐々木繁雄8３．１４ 卯

工藤降弘 ４．１２ 

佐藤利男 ４］月

弾正原正 ４．１月

平均 R－７ｐ BBC 7９－４０ 33Ｅ 

籏低 ３－２Ｆ Ｒ－Ｏｆ ７１－９FＩ 1，２６１ 

4％以上33件

昭和62年度地区別合乳細菌数.細胞数検査成績（62年４月～63年２月）（）は％
洲 笛 数 liMllla数

3０万 5１ 101 20］ 400万 3０万 ５１ 110万
３１－５Ｃ ３１－５Ｃ 

以下 ～１０F ～２０Ｃ 以卜 以下～４０［ 以卜～ｌＯＣ 

81Ｆ IPI 1５ ， 6２９ 1３１ 810 ４ 
当幌

(９６．４〕 （1.5） （１．８】 （0.2） (74.4】 (1５．６１ （９．５） （0.5） Ｅ豈面

1,391 2１ 2９ 

■
●
 ６ ， 983 327 l４Ｃ ， 

俣落
(95.8） （1.5） （2.0） （０．３】 （０．２】 （0.1】 (67.7） (22.5】 （9.6〕 （0.1） 

1.388 3日 2s ]［ /I Ｉ ＬＯ３Ｃ 2５６ 165 1６ 
中標津

(94.6） （２．４） （2.0】 （0.7） （0.3〕 （0.1】 (70.2） (17.5】 (11.2】 （1.1） 

1,058 1７ 1F Ｒ １ 726 2３４ 1１９ lＣ 
開１場

(97.21 （１．６） （0.9） （0.3） （0.1） (66.7） (２１．５】 (１０．９〕 （０．９〕

1，４０７ 3５ 2６ ８ ， ， １，０４９ 

(70.8） 

２７月 1４７ 1１ 
俵橋

(95.0） （2.3】 （1.8） （0.6】 （０．１） （0.1） (18.4） （９．９】 （0.8〕

１，５４７ 

(95.8） 

2４ 2７ 1２ ４ １ 1,069 3６２ 1６７ 1６ 
武佐

（1.5〕 〔１．７】 （0.7） （0.2） （0．１１ (66.2） (22.5） (１０．３） （1.0） 

1,475 3ｆ 2１１ 1２ ２ ロ 1,036 337 1６８ 10 
第２俣落

(95.1） （２．３〕 （0.8） （１．５】 （0.1】 〔０，１】 (66.8） (21.7） (10.8） （0.6〕

9,081 ]８２ 160 5蝿 1日 ； ６，５２２ 1,922 986 7０ 
合計

(95.6〕 （1.9】 （１．７〕 （0.6） （0.2） （0.1】 (68.7〕 (20.2】 (１０．４） （0.7） 

順位 脂肪率 ％ 脂同形分率 ％ 乳,代単１１m ｢Iｒ 体細砲 千

位 ㎡ｌ:１１正行 ４．３４ 久我倣也 ､0３ ヂテ丘｜正行 8５．３２ 筒井富男 4６ 

位 小谷盛一一 ４．３３ 佐藤_広 ､００ 下１１１原政市 8４．５３ 筒寸'二良秋 5０ 

位 佐藤敏１召 ４．２０ 下;111片（政Ｔｌ７ 9８ 佐藤敏’１月 8４．２０ 釦持広昭 5６ 

位 斉須清志 ４．１８ F］田慶和 9１ 小谷盛一 8３．９４ 飯島糀市 5９ 

位 入木敏夫 ４.二８ 桜．井幸一 9０ 松村晴Ｆｉｌ ８３．７上 小林金司 6０ 

位 奥吐｜寿美子 ４．１６ １２村力 ８９ 佐藤ｆl；男 8３．５０ 来栖寛 6１ 

位 下川原政７１了 ４．１６ lii原秀｜隆 8９ 桜井幸一一 8３．４６ 斉藤一一美 8１ 

位 大野富夫 ４．１５ 佐々木昭雄 8７ 橘本幸男 8３．３０ 桜井幸一一 9２ 

位 松村ｌｌｆｉＦｈ ４.ユ５ 花ノ:：稔 ８６ ~Ｆｌｌｌ幸一一 ８３ユ６ 下)|:原政市 9７ 

10位 下［１１幸… ４．１３ 齪井｜MII .８６ 大木敏夫 8３．１４ 佐々木繁雄 9８ 

Ｉ~・藤ｌ壁弘 ４．１３ 

佐藤利男 4．１３ 

弾正原」Iミ 4.ユ３

平均 ６．７９ ８．６０ 7９－４０ 338 

鎧低 3．２３ ８．０６ 7１．９６ Z，２６１ 

4元以_上331午

細菌数

3(）．ﾉJ、

以下
３二－５０

5１ 

～１００ 

101 

～２(〕0

201 

～40〔）

400万
~叩｡＿
l'ｿ､．■ 

細胞数

3０刀

以］｢
3１－－５０ 

5１ 

－１()０ 

lﾕ０万

以j二

当幌
815 

(96.4） 

1３ 

（ユ.5）

1５ 

（1.8） 

２ 

（0.2） 

629 

(74.4） 

ﾕ３２ 

(15.6） 

8０ 

（9.5） 

４ 

（0.5） 

俣落
１，３９１ 

(95.8） 

2２ 

<1.5〉

2９ 

（2.0） （0.3） （0.2） （0.ユ）

983 

(67.7） 

327 

(22.5） 

140 

（9.6） （0.1） 

【『『標津
1,388 

(94.6） 

3５ 

（2.4〉

2９ 

（2.0〉

ｴ0 

（0.7） (0.3） （０.ﾕ） 

１，<)3０ 

(70.2） 

256 

(17.5） 

165 

(ｴ1.2〉

二６

〈１.ﾕ）

開陽
二,058

(97.2） 

1７ 

（ユ.6）

1０ 

（0.9） （0.3） (ｏユ）

726 

(66.7） 

234 

(21.5〉

119 

<ﾕ0.9） 

10 

（0.9） 

俵橋
1,407 

(95.0） 

３５ 

〈2.3）

２６ 

（ユ.8） （0.6） (ｏ､1〉 （0.1） 

二，０４９

(70.8） 

273 

(18.4） 

ﾕ４７ 

（9.9） 

１２ 

（0.8） 

武佐
1,547 

(95.8） 

２４ 

（1.5） 

2７ 

〈上.7）

二２

（0.7） （0.2） （0.1） 

ljO69 

(66.2） 

363 

(22.5） 

167 

(10.3） 

1６ 

（1.0） 

第２俣落
1,475 

(95.1） 

3６ 

（2.3） 

2４ 

（Ｌ５） 

1２ 

(0.8） （0.1） 〈().ﾕ）

ユ,()３６

(66.8） 

337 

(21.7） 

ｴ6８ 

(10.8） 

1０ 

(0.6） 

合冒’
9,081 

(95.6） 

]８２ 

'句へ、

Ｌ｣｡リノ

ﾕ６０ 

（ユ.7）

5３ 

（0.6） 

1６ 

〈0.2） （0.1） 

6,522 

(68.7） 

二,９２２

(20.2） 

986 

(10.4） 

7０ 

（0.7） 
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や一教室

Ｆ
１
１
１
１
１
１
－
１
１
－
－
－
１
１
－
 

１
１
－
１
１
－
１
１
－
１
１
１
１
４
１
１
－
１
－
１
１
１
１
１
１
－
－
－
１
１
１
１
１
Ｉ
 

習
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

改
を
講
師
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
一
乳
製
品
料
理
講

一
一
十
四
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
普
及
所
の
榎
田
牛

中
標
津
郵
便
局
（
岡
本
湾
局
長
）
で
は
、
｜
｜
｜
月

少し､ずつ入れて卜吾い－聖はI識iHlInUJｦ目嵜

ﾛ 

二んな感じて
いいですか？

￣ 

蕊
。

■
庁

》｛

両ｕｉ制g謬感

参
加
し
た
川
内
の
主
婦
ら
二
十

朽
が
講
師
の
指
導
で
牛
乳
を
使
っ

た
、
ゆ
で
卵
の
ク
ロ
ケ
ッ
ト
、
ミ
ー

ト
ポ
ー
ル
の
ク
リ
ー
ム
煮
、
バ
バ

ロ
ア
の
二
点
に
挑
戦
、
自
分
で
作

っ
た
料
理
に
「
ウ
ン
、
お
い
し
い
」

と
満
足
気
で
し
た
。

農
協
婦
人
部
等
で
も
消
費
拡
人

連
動
と
し
て
、
試
食
会
等
を
実
姉

開9年、

よ

め､Ｐ

〆１３

仮Ｊ
ろ

い
の
も
事
実
で
す
．
中
標
津
剰

局
の
こ
の
よ
う
な
取
り
紐
み
比

．
、
：
ザ

注
、
す
る
と
一
）
ろ
で
す
カ
イ

の
今
後
の
柵
徴
肱
大
連
動
の
一

の
方
法
と
し
て
、
取
り
入
れ
イ

け
る
も
の
で
は
な
い
て
し
よ
う

し
て
い
ま
す
か

の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し

梢
賀
老
の
則
舸

テキストを見なが勺皆真剣〃 便かいつ々
ロ
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'１，ｍ 
Ｏ 

Ｌ 

！ 

町
内
婦
人
の
親
睦
、
交
流
を
目

的
と
し
た
婦
人
祭
が
三
月
十
八
曰

中
標
津
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 婦
人
祭
開
催
さ
れ
る
Ｉ

■
２
陛
肝
。

ワヨ

NI 
rmL型

13 

8 

鑿驫騨鯵

居
顎
霞
祇

雰 鱒蕊鼠

鱸 鑿
ら兵■

、
１孟一

ｎ 

Ｆ〒司一ゆひ６ＷⅣP5

iiillllllliiilIlili， 緬震鑿藝！
腫物係 酌婦人茶

1lli111i1lilmiiil 
Fl 

’１ 

蕊
〆口寧

講
減
テ
ー
マ
を
一
農
産
物
自

由
化
と
私
た
ち
の
く
ら
し
」
と

題
し
、
北
農
中
央
会
中
標
津
支

所
鈴
木
次
長
よ
り
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

農
業
の
位
置
づ
け
か
ら
は
じ

ま
り
、
歴
史
や
現
在
の
酪
農
情

勢
そ
し
て
自
由
化
の
背
紫
な
ど

資
料
を
も
と
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
か
さ
れ
、
参
加
し
た
消
費

肴
の
方
に
は
農
業
と
自
分
達
の

く
ら
し
と
の
つ
な
が
り
と
い
う

も
の
を
よ
く
理
鯛
し
て
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。
講
減
巾
に

は
牛
乳
、
新
製
品
ゴ
ー
ダ
ー
チ

ー
ズ
マ
イ
ル
ド
を
。
ま
た
、
中
標

津
町
議
塵
食
品
Ⅲ
Ⅲ
研
修
所
で

製
造
さ
れ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
試
食
コ
ー
ナ
１
も
あ
り
、
そ

の
味
の
良
さ
は
人
好
評
で
し
た
。

關
鬮
鰯
雲
蝋
愚
、
編
齪
．
｜
盲

-） ユ旦己己西 且

識
中央会量令木次長の藍

、〆

六
１
一
年
に
発
足
し
た
中
標
津
町
経
営

研
究
会
｜
小
林
忠
雄
会
長
、
会
員
四
十
四

活
）
の
六
十
三
年
度
通
常
総
会
が
、
一
一
円

二
十
止
日
、
農
協
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
．
Ｌ
十
九
年
か
ら
簿
記
記
帳
者
が
現
わ

れ
、
現
在
は
地
域
も
全
域
に
腹
が
っ
て
い

る
。
五
十
九
年
、
六
十
年
は
、
俵
橋
、
当

幌
、
第
二
俣
落
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
グ

ル
ー
プ
と
し
て
活
動
、
さ
ら
に
六
卜
一
年

に
俣
落
も
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
簿
記
記
帳
肴
の
情
報
交
換
、
経
営

改
善
を
行
な
う
場
と
し
て
、
そ
の
午
の
二

月
に
発
足
し
た
も
の
。

日
常
の
活
動
は
、
簿
記
記
帳
と
決
算
仕

訳
、
さ
ら
に
は
、
良
質
籾
飼
料
の
生
産
確

保
、
乳
牛
飼
料
給
与
の
改
善
や
、
生
産
性

の
向
上
な
ど
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
｜
年
間
の
簿
記
決
算
が
終
る
と
サ
イ

レ
ー
ジ
、
乾
草
の
原
価
計
算
を
行
な
い
、

瘤ノ

iiliiiD1iliil#iiliiliilii1l;iiililii1:Ijil,ｉｉｉ 

し に
取
り
組
む

中
標
津
町

経
営
研
究
会

価
計
算
、
経
営
診
断
、
分
析
影

い
る
。
総
会
後
の
研
修
会
で
は
、

の
終
っ
た
事
例
に
堆
つ
き
、
診

璽
解
と
事
例
に
対
す
る
意
見
交

つ
だ
＆

戸

WiMil； 

亀
魍

》 匂 ｌＨ 
ｂ 

－■回因

】
J~１ 

，lb 

》一｛蕊『》』》（』

、 ノ
句－２ｸ届謝邑呈HJi問罷、

咄



のうきょうなかしくつ（i８昭和63年４，１１「

よろしくおねがいします
新ﾌﾞﾘl採用者４月ｌＵ付

愚
１日管理購買委員会

３F’第151噸』事会

４日営農懇談会

５日婦人部･理事者との懇談会

７～l4R地区別懇談会

１０日肉牛研修会

馬鈴薯栽培講習会

１７日役員報imlll審議会

『2余､箒２２Ｈ生産委員会
２５L｜管理疏買委員会

２６Ｒ営農委員会

２８日第16回理事会

３０～３１Ｒ棚卸監司i届

１Ｗ鍵Ⅱ」 ド

安住李子

管理部企画管理縣

管ﾖﾋﾟﾘL経理係

近藤智恵子

購買部営農麹:ｵ課

生藤賢ｶﾞﾄｵ係

高橋ゆかり

購買部生活店舗課

店舗係

長
い
間
、

お
世
話
に
な
り
ま

し
た

購
買
部
営
農
資
材
訳
給

杣
所
係
主
任

小
松
一
里

退
職
者
三
月
一
一
一
十
一
日

付
、

北
川
美
枝
子

成
田
朋
子

人事異動］第41回

中標津町農業協同組合通常総会
(４月１日】

とき昭和63年５月２日

午前10時

ところ寿宴

lllllⅢllllⅡ11ⅡlllⅡⅡllllⅡⅡ11111ⅡⅡlllⅢⅡllllllⅡ1111ⅢllllIIlllllIlIl 

まより所一|-・
すろまへ勝
‘しい上北
くり士部
おま幌地
願し町区
いた￣普
し･よ及

秀
和
利

道
立
農
業
大
学
校

（
－
勝
管
内
本
別
町
）

教
務
課
長
と
し
て
ま

い
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

主
保
阿
部
勝
夫

●
転
出
者

●
転
入
者 普及所

からＣ 

■ 

永
か
っ
た
冬
も
、
や
っ
と
終
わ
り
を
告
げ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
緑
い
っ
ぱ
い
の
草
花

の
香
り
を
感
じ
る
の
も
も
う
す
ぐ
で
す
。
三

月
末
頃
か
ら
サ
ク
ラ
前
線
の
北
肚
が
聞
か
れ

ま
す
が
、
満
開
は
八
○
％
が
開
い
た
時
に
一
一
一
一
口

う
そ
う
で
す
。
風
が
吹
い
た
り
、
巾
が
降
っ

た
り
し
て
散
っ
て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
予

報
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

四
月
は
、
ウ
キ
ウ
キ
気
分
、
野
山
の
動
物

達
も
元
気
に
春
を
迎
え
た
事
で
し
ょ
う
。
残

雪
の
下
に
確
か
に
息
づ
く
草
花
も
、
若
葉
を

出
す
日
を
待
っ
て
い
る
は
ず
、
我
々
も
何
か

し
た
く
て
体
が
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
き
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
四
月
は
卯
月
な
ん
で
す
ネ
〃

且
Ⅱ
二
日
は
、
な
か
し
く
つ
町
農
協
の
第

四
Ｉ
一
回
の
通
常
総
会
で
す
で
あ
Ｉ
そ
う
か

い
と
ジ
ョ
ウ
タ
ン
は
さ
て
お
き
、
毎
年
欠
席

さ
れ
る
方
も
意
外
に
多
い
の
は
事
実
で
す
。

無
関
心
と
い
う
事
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、

も
う
一
度
振
り
返
っ
て
下
さ
い
。
「
農
協
の

事
業
に
注
目
し
、
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
や
意

見
を
出
し
合
い
参
画
す
る
事
は
、
自
分
達
の

生
活
を
守
る
事
な
ん
だ
。
」
と
考
え
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 編

集

後

寵


